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表紙

連結計算書類の連結株主資本等変動計算書

連結計算書類の連結注記表

計算書類の株主資本等変動計算書

計算書類の個別注記表

本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、株主様には電子提供

措置事項から法令及び当社定款第17条の規定に基づき、上記事項を除いたものを記載

した書面を一律でお送りいたします。

株主の皆様へ

第76回定時株主総会その他の電子提供措置事項

(交付書面省略事項)

株式会社東海理化電機製作所

（証券コード6995）
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連結株主資本等変動計算書

残高及び変動事由
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 22,856 25,872 196,514 △5,285 239,957

当期変動額

剰余金の配当 △5,478 △5,478

親会社株主に帰属する
当期純利益

10,900 10,900

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △9 47 38

連結子会社の増資による
持分の増減

△250 △250

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － △259 5,421 47 5,209

当期末残高 22,856 25,613 201,936 △5,238 245,167

残高及び変動事由

その他の包括利益累計額
非支配

株主持分
純資産
合計

その他
有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

退職給付
に係る

調整累計額

その他の
包括利益
累計額合計

当期首残高 8,389 8,173 12,191 28,755 16,825 285,538

当期変動額

剰余金の配当 △5,478

親会社株主に帰属する
当期純利益

10,900

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 38

連結子会社の増資による
持分の増減

△250

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△688 6,295 △2,152 3,453 2,200 5,653

当期変動額合計 △688 6,295 △2,152 3,453 2,200 10,863

当期末残高 7,700 14,468 10,038 32,208 19,026 296,401

連結株主資本等変動計算書 第76期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）

（単位　百万円）

－ 1 －
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連結注記表

連 結 注 記 表

〔連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等〕

1.　連結の範囲に関する事項

連結子会社の数及び主要な連結子会社の名称

連結子会社の数　　　　39社

主要な連結子会社の名称

東海理化NExT㈱、㈱サン電材社、東海理化エレテック㈱、

㈱東海理化クリエイト、東海理化サービス㈱、

東海理化 Smart Craft ㈱、㈱東海理化アドバンスト、㈱東海理化トウホク、

TRAM㈱、TACマニュファクチャリング㈱、TRIN㈱、TRMI㈱、TRQSS㈱、

トウカイリカメキシコ㈱、TRBR　インダストリア　イ　コメルシオ㈲、

トウカイリカベルギー㈱、TRCZ㈲、TRB㈱、理嘉工業㈱、

佛山東海理化汽車部件㈲、天津東海理化汽車部件㈲、無錫理昌科技㈲、

東海理化（江蘇）汽車部件㈲、TRP㈱、トウカイリカアジア㈱、

タイシートベルト㈱、トウカイリカ(タイランド)㈱、

トウカイリカ　ミンダ　インディア㈱、トウカイリカインドネシア㈱、

トウカイリカセイフティインドネシア㈱

なお、当連結会計年度より、㈱東海理化トウホクを新たに設立したため、連結の

範囲に含めております。

また、2022年７月１日付で理化精機㈱は東海理化 Smart Craft ㈱に社名変更い

たしました。

2.　持分法の適用に関する事項

持分法を適用した関連会社の数及び主要な持分法適用関連会社の名称

持分法を適用した関連会社の数　　　　６社

主要な持分法適用関連会社の名称

㈱ミロクテクノウッド、TGRテクニカルセンター㈲、ミンダリカ㈱

－ 2 －
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連結注記表

3.　会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により

算定）

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法

②　デリバティブの評価基準

時価法

③　棚卸資産の評価基準及び評価方法

当社

商品、製品、原材料、仕掛品

総平均法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定）

貯蔵品

先入先出法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定）

連結子会社

主として総平均法による低価法

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）

当社及び国内連結子会社

定率法

但し、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）、2016年４

月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物、工具器具備品に含まれる金型

については、定額法を採用しております。

耐用年数については、法人税法に定める耐用年数を適用しております。

在外連結子会社

主として独自の見積耐用年数による定額法

－ 3 －
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連結注記表

②　無形固定資産（リース資産を除く）

定額法

耐用年数については、法人税法に定める耐用年数を適用しております。但し、自

社利用のソフトウェアについては、見込利用可能期間（５年）に基づいておりま

す。

③　リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

(3) 重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、主として一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収

不能見込額を計上しております。

②　賞与引当金

従業員賞与の支給に備えるため、賞与支給見込額を計上しております。

③　役員賞与引当金

役員賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき当連結会計年度に対応する額

を計上しております。

④　製品保証引当金

製品の品質保証期間内に発生する保証費用の支出に備えるため、過去の実績を基

礎にして当連結会計年度に対応する発生見込額を計上しております。

また、リコール等の不具合対応に係る修理費用は、①対象台数、②修理実施率、

③1台当たりの修理単価、④客先との負担割合等の情報をもとに合理的に算出し

ております。

⑤　役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に充てるため、当社及び国内連結子会社は内規に基づく

連結会計年度末要支給額を計上しております。

(4) グループ通算制度の適用

当社及び一部の国内連結子会社は、グループ通算制度を適用しております。

また、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」

（実務対応報告第42号　2021年８月12日）に従って、法人税及び地方法人税の会計

処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理並びに開示を行っております。

－ 4 －
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連結注記表

(5) 収益及び費用の計上基準

収益

当社グループは、下記の５ステップアプローチに基づいて、収益を認識しており

ます。

ステップ１：顧客との契約を識別する

ステップ２：契約における履行義務を識別する

ステップ３：取引価格を算定する

ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する

ステップ５：企業が履行義務の充足時に（又は充足するにつれて）収益を認識する

当社グループは主として自動車部品の製造・販売を行っており、国内外の完成車メ

ーカーを顧客としております。当社グループでは、主に完成した製品を顧客に納入

することを履行義務として識別しており、原則として、顧客が製品を検収した時

点、又は顧客が手配した運送業者に製品を引き渡した時点で当該製品に対する支配

が顧客に移転することから、履行義務が充足されると判断し、当該時点で収益を認

識しております。これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途定める

支払条件により概ね３ヶ月以内に回収しており、重大な金融要素は含んでおりませ

ん。収益は、顧客との契約において約束された対価から、有償受給取引において顧

客に支払われる対価を控除した金額で測定しております。

(6) 退職給付に係る会計処理の方法

①　退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に

帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。

②　数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の

一定の年数（主として５年）による定額法により費用処理しております。

数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残

存勤務期間以内の一定の年数（主として15年）による定額法により按分した額

を、それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。

－ 5 －
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建物及び構築物 105百万円

機械装置及び運搬具 12百万円

土地 204百万円

2.　有形固定資産の減価償却累計額 346,213百万円

(7) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額

は損益として処理しております。

なお、在外子会社等の資産及び負債は各社の決算日の直物為替相場により円貨に換

算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部に

おける為替換算調整勘定及び非支配株主持分に含めております。

〔会計方針の変更に関する注記〕

　　ASU第2016-02号「リース」の適用

米国会計基準を適用している在外子会社において、ASU第2016-02号「リース」

（2016年２月25日。以下「ASU第2016-02号」という。）を当連結会計年度の期首か

ら適用しております。

ASU第2016-02号の適用により、借手のリースは、原則としてすべてのリースについ

て資産及び負債を認識しております。

当該会計基準の適用にあたっては、経過措置として認められている当該会計基準の

適用による累積的影響を適用開始日に認識する方法を採用しております。

なお、当連結会計年度において、連結計算書類に与える影響は軽微です。

〔連結貸借対照表に関する注記〕

1.　有形固定資産の取得価額から控除した圧縮記帳額

(1) 国庫補助金の受入れによる圧縮記帳累計額

(2) 買換えによる圧縮記帳累計額

－ 6 －
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普通株式 94,234,171株

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2022年
４月27日
取締役会

普通株式 2,738 30
2022年

３月31日
2022年

５月26日

2022年
10月27日
取締役会

普通株式 2,739 30
2022年

９月30日
2022年

11月25日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金
の総額

(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2023年
４月26日
取締役会

普通株式 利益剰余金 3,104 34
2023年

３月31日
2023年

５月25日

〔連結株主資本等変動計算書に関する注記〕

1.　当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

2.　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度

となるもの

次のとおり、決議しております。

－ 7 －
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〔金融商品に関する注記〕

1.　金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については安全性の高い金融資産で運用し、また、資金

調達については銀行借入等によっております。デリバティブは、為替の変動リスク

を回避するために利用し、投機的な取引は行わない方針であります。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

営業債権である受取手形及び売掛金、電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒され

ておりますが、取引相手ごとに期日及び残高を管理し、回収懸念の早期把握や軽減

を図っております。

有価証券及び投資有価証券は主に債券、株式であります。債券は資金運用基準に従

い、安全性の高い商品、銘柄のみを対象としているため、信用リスクは僅少と考え

ております。

株式は主に業務上の関係を有する企業の株式であり、上場会社については時価の把

握を定期的に行っております。

営業債務である支払手形及び買掛金、電子記録債務は、１年以内の支払期日であり

ます。

営業債務や社債は、資金繰計画を作成するなどの方法により管理しております。

デリバティブ取引は、外貨建輸出債権及び外貨建輸入債務に係る為替変動リスクに

対するヘッジ取引を目的とした為替予約取引であります。

デリバティブ取引の執行・管理は、社内規程に従って行っております。また、デリ

バティブの利用にあたっては、信用リスクを軽減するために、格付の高い金融機関

とのみ取引を行っております。

(3) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理

的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織

り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動する

こともあります。

－ 8 －
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連結貸借対照表
計 上 額
(百万円)(＊)

時　　価
(百万円)(＊)

差　　額
(百万円)

(1) 有価証券及び投資有価証券 48,296 48,296 ―

(2) 長期貸付金 327 322 △4

(3) デリバティブ取引 (39) (39) ―

(4) 社債 (10,000) (10,004) 4

(5) リース債務（長期） (592) (549) △42

2.　金融商品の時価等に関する事項

2023年３月31日(当連結会計年度末日)における連結貸借対照表計上額、時価及びこ

れらの差額については、次のとおりであります。なお、市場価格のない株式等（連

結貸借対照表計上額 3,753百万円）は、「有価証券及び投資有価証券」には含めて

おりません。

また、「現金及び預金」、「受取手形及び売掛金」、「電子記録債権」、「支払手

形及び買掛金」、「電子記録債務」、「リース債務(短期)」、「未払費用」、「未

払法人税等」は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記

を省略しております。

(＊)　負債に計上されているものについては、（　）で示しております。

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じ

て、以下の３つのレベルに分類しております。

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格

により算定した時価

レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプ

ットを用いて算定した時価

レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらの

インプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低い

レベルに時価を分類しております。

－ 9 －
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有価証券及び投資有価証券

上場株式は相場価格を用いて評価しており、レベル１の時価に分類しております。

債券は取引金融機関から提示された価格に基づき算定しており、レベル２の時価に分

類しております。

長期貸付金

長期貸付金の時価については、一定期間ごとに分類し、将来キャッシュ・フローを国

債利回り等適切な指標を基礎とした利率で割り引いた現在価値によって算出してお

り、レベル２の時価に分類しております。

デリバティブ取引

デリバティブ取引の時価については、取引先金融機関から提示された価格に基づき算

定しており、レベル２の時価に分類しております。

社債

社債の時価については、元利金の合計を新規に同様の社債発行を行った場合に想定さ

れる利率で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しており

ます。

リース債務(長期)

リース債務(長期)の時価については、元利金の合計を新規にリース取引を行った場合

に想定される利率で割り引いた現在価値によって算出しており、レベル２の時価に分

類しております。

－ 10 －



2023/05/17 10:20:13 / 22950559_株式会社東海理化電機製作所_招集通知
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トヨタ自動車㈱及びトヨタグループ（関連会社含む）向け 402,039

㈱ＳＵＢＡＲＵ向け 24,798

スズキ㈱向け 19,193

フォード・モーター・カンパニー向け 18,288

その他 20,961

自動車メーカー向け部品供給事業計 485,281

その他 67,843

合計 553,124

〔収益認識に関する注記〕

1.　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社グループは主として、自動車メーカー向けの部品供給事業を中心に事業活動を

行っております。

得意先別に分解した売上高は以下のとおりです。

（単位：百万円）

（注）連結グループ会社間の内部取引控除後の金額を表示しています。

トヨタ自動車㈱及びトヨタグループ（関連会社含む）向け売上高について、セグメ

ント別に分解した売上高はそれぞれ、日本は148,647百万円、北米は104,009百万

円、アジアは114,114百万円、その他は35,267百万円です。

－ 11 －
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HMI(Human Machine Interface)製品 211,428

スマートシステム 77,616

シートベルト 76,828

シフトレバー 60,854

キーロック 32,484

コネクタ 10,356

自動車用ミラー 10,209

ステアリングホイール 8,401

その他 9,452

自動車用部品事業 497,628

その他 55,497

合計 553,124

製品別に分解した売上高は以下のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

（注）連結グループ会社間の内部取引控除後の金額を表示しています。

（表示方法の変更）

当連結会計年度における製品別に分解した売上高について、当社の製品開発や事業環境

を踏まえた表示方法を採用しております。

この表示方法の変更を反映させるため、当連結会計年度において前連結会計年度におけ

る製品別に分解した売上高を以下のとおり組み替えております。

・前連結会計年度における「スイッチ類」を「HMI(Human Machine Interface)製品」に

　名称変更するとともに、一部を「スマートシステム」に組み替えております。

・前連結会計年度における「キーロック」の一部を「スマートシステム」に組み替えて

　おります。

・前連結会計年度における自動車用部品事業の「その他」の一部を「コネクタ」に

　組み替えております。

・前連結会計年度における「装飾品」を自動車用部品事業の「その他」に組み替えて

　おります。
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当連結会計年度(期首)
（2022年４月１日）

当連結会計年度
（2023年３月31日）

顧客との契約から生じた債権 92,532 96,788

契約負債 415 456

2.　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

収益を理解するための基礎となる情報は、〔連結計算書類の作成のための基本とな

る重要な事項に関する注記等〕３．会計方針に関する事項（５）収益及び費用の計

上基準に記載のとおりです。

3.　契約残高

連結会社の契約残高の内訳は以下のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

4.　残存履行義務に配分した取引価格

連結会社に予想期間が１年超の重要な契約がないため、実務上の便法を使用し、残

存履行義務に関する情報の記載を省略しています。

また、顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額

はありません。
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〔重要な会計上の見積り〕

1.　繰延税金資産の回収可能性

(1)連結計算書類に計上した金額

　繰延税金資産　3,254百万円

　繰延税金負債　7,532百万円

(2)会計上の見積りの内容について連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報

当社グループは繰延税金資産について、将来の業績見通しに基づき将来の一定期間

の課税所得を見積り、また将来減算一時差異については個別に解消時期を判断し、

一定期間に解消が見込まれると見積もられる将来減算一時差異等に係る繰延税金資

産については回収可能性が高いと判断しております。

将来の市場環境の変化などにより、将来の課税所得が想定から大きく変動し繰延税

金資産の回収可能性が大きく変動する場合や、税率の改正がある場合、将来の繰延

税金資産の計上額に重要な影響を及ぼす可能性があります。

2.　製品保証引当金

(1)連結計算書類に計上した金額

　製品保証引当金　2,511百万円

(2)会計上の見積りの内容について連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報

当社グループは、主にエンドユーザーからの修理依頼に係る修理費用と、自動車メ

ーカー等の客先が決定したリコール等の不具合対応に係る修理費用を製品保証引当

金として計上しております。

上記のうち、エンドユーザーからの修理依頼に係る修理費用は、過去の売上高と修

理費用を基礎とした修理発生率をもとに合理的に算出しております。

リコール等の不具合対応に係る修理費用は、①対象台数、②修理実施率、③1台当た

りの修理単価、④客先との負担割合等の情報をもとに合理的に算出しております。

ただし、これらの前提条件は、相対的に不確実性の高い将来情報であり、予測不能

な前提条件の変化等により、実際の発生額と異なる場合があり、製品保証引当金の

追加計上又は戻入が必要となる可能性があります。
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場所 用途 種類 金額

日本 生産設備
機械装置及び運搬具
工具器具備品
建設仮勘定　等

1,100百万円

〔１株当たり情報に関する注記〕

1.　１株当たり純資産額

3,037円31銭

2.　１株当たり当期純利益

　119円37銭

〔その他の注記〕

減損損失に関する注記

当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計

上しております。

当社グループの減損会計適用にあたっての資産グルーピングは、継続的に損益の把

握を実施していた管理会計上の単位である事業部別で行っておりましたが、当連結

会計年度において資産グルーピングの見直しを行いました。

（追加情報）

当社グループは世の中のニーズに対応した製品開発、モノづくりを実現するため、

組織体制を変更しております。

これに伴い、継続的に損益の把握を実施する管理会計上の単位である資産グルーピ

ングを事業部別から工場別へ変更しております。

また、新規事業領域においては、工場別とは切り離してグルーピングを行う事で損

益をより適切に把握できるため、個別のグルーピング単位としております。

なお、連結子会社については、主に会社単位を基準としてグルーピングを行ってお

ります。

当連結会計年度において、事業環境等の悪化により一部の生産設備について帳簿価

額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に1,100百万円

計上しております。

その内訳は、機械装置及び運搬具514百万円、工具器具備品112百万円、建設仮勘定

等472百万円であります。

なお、当資産グループの回収可能価額は正味売却価額により測定しております。

－ 15 －
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残高及び変動事由

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本
準備金

その他
資本

剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金

特別償却
準備金

別途
積立金

当期首残高 22,856 25,110 426 25,536 3,290 19 91,600

当期変動額

剰余金の配当

特別償却準備金の取崩 △3

当期純利益

自己株式の取得

自己株式の処分 △9 △9

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － △9 △9 － △3 －

当期末残高 22,856 25,110 417 25,527 3,290 15 91,600

残高及び変動事由

株主資本 評価・換算
差額等

純資産
合計

利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

その他利益
剰余金

利益
剰余金
合計

その他
有価証券
評価差額金

繰越利益
剰余金

当期首残高 33,537 128,446 △5,285 171,553 7,922 179,476

当期変動額

剰余金の配当 △5,478 △5,478 △5,478 △5,478

特別償却準備金の取崩 3 － － －

当期純利益 8,655 8,655 8,655 8,655

自己株式の取得 △0 △0 △0

自己株式の処分 47 38 38

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△635 △635

当期変動額合計 3,180 3,177 47 3,215 △635 2,579

当期末残高 36,717 131,623 △5,238 174,769 7,286 182,055

株主資本等変動計算書　第76期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
（単位　百万円）
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個 別 注 記 表

〔重要な会計方針に係る事項に関する注記〕

1.　資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

①　子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法

②　その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により

算定）

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法

(2) デリバティブの評価基準

時価法

(3) 棚卸資産の評価基準及び評価方法

①　商品、製品、原材料、仕掛品

総平均法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

定）

②　貯蔵品

先入先出法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

定）

2.　固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法

但し、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）、2016年４月１

日以降に取得した建物附属設備及び構築物、工具器具備品に含まれる金型について

は、定額法を採用しております。

耐用年数については、法人税法に定める耐用年数を適用しております。

－ 17 －
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(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法

耐用年数については、法人税法に定める耐用年数を適用しております。

但し、自社利用のソフトウェアについては、見込利用可能期間（５年）に基づいて

おります。

(3) リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

3.　外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損

益として処理しております。

4.　引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸

倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を

計上しております。

(2) 賞与引当金

従業員賞与の支給に備えるため、賞与支給見込額を計上しております。

(3) 役員賞与引当金

役員賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき当事業年度に対応する額を計上

しております。

(4) 製品保証引当金

製品の品質保証期間内に発生する保証費用の支出に備えるため、過去の実績を基礎

にして当事業年度に対応する発生見込額を計上しております。

また、リコール等の不具合対応に係る修理費用は、①対象台数、②修理実施率、

③1台当たりの修理単価、④客先との負担割合等の情報をもとに合理的に算出して

おります。

(5) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産

の見込額に基づき計上しております。

①　退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属

させる方法については、給付算定式基準によっております。
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②　数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の

一定の年数（５年）による定額法により費用処理しております。

数理計算上の差異については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数（15年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事

業年度から費用処理しております。

(6) 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に充てるため、内規に基づく期末要支給額を計上しており

ます。

5.　グループ通算制度の適用

当社は、グループ通算制度を適用しております。

また、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」

（実務対応報告第42号2021年８月12日）に従って、法人税及び地方法人税の会計処

理又はこれらに関する税効果会計の会計処理並びに開示を行っております。

6.　収益及び費用の計上基準

　収益

　当社は、下記の５ステップアプローチに基づいて、収益を認識しております。

　ステップ１：顧客との契約を識別する

　ステップ２：契約における履行義務を識別する

　ステップ３：取引価格を算定する

　ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する

　ステップ５：企業が履行義務の充足時に（又は充足するにつれて）収益を認識する

当社は主として自動車部品の製造・販売を行っており、国内外の完成車メーカーを

顧客としております。

当社では、主に完成した製品を顧客に納入することを履行義務として識別してお

り、原則として、顧客が製品を検収した時点、又は顧客が手配した運送業者に製品

を引き渡した時点で当該製品に対する支配が顧客に移転することから、履行義務が

充足されると判断し、当該時点で収益を認識しております。

これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途定める支払条件により概

ね３ヶ月以内に回収しており、重大な金融要素は含んでおりません。

収益は、顧客との契約において約束された対価から、有償受給取引において顧客に

支払われる対価を控除した金額で測定しております。
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　建物 41百万円

　機械装置 12百万円

　土地 71百万円

2.　有形固定資産の減価償却累計額 183,357百万円

短期金銭債権 83,485百万円

短期金銭債務 6,043百万円

売上高等営業取引高 169,801百万円

仕入高等営業取引高 42,259百万円

営業取引以外の取引高 17,089百万円

7.　退職給付に係る会計処理

退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の未処理額の会計

処理の方法は、連結計算書類におけるこれらの会計処理の方法と異なっておりま

す。

〔貸借対照表に関する注記〕

1.　有形固定資産の取得価額から控除した圧縮記帳額

(1) 国庫補助金の受入れによる圧縮記帳累計額

(2) 買換えによる圧縮記帳累計額

3.　関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

〔損益計算書に関する注記〕

関係会社との取引高
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普通株式 2,911,355株

税務上の繰越欠損金 5,994百万円

未払費用 2,444百万円

未払事業税 72百万円

賞与引当金 1,904百万円

製品保証引当金 507百万円

減価償却費 4,724百万円

退職給付引当金 947百万円

役員退職慰労引当金 32百万円

その他 1,621百万円

繰延税金資産小計 18,250百万円

税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △5,994百万円

評価性引当額 △9,839百万円

繰延税金資産合計 2,416百万円

その他有価証券評価差額金 △3,098百万円

その他 △130百万円

繰延税金負債合計 △3,229百万円

繰延税金負債の純額 812百万円

〔株主資本等変動計算書に関する注記〕

当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

〔税効果会計に関する注記〕

1.　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

繰延税金負債

2.　法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理

当社は、グループ通算制度を適用しております。

また、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」

（実務対応報告第42号　2021年８月12日）に従って、法人税及び地方法人税の会計

処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理並びに開示を行っております。
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種類 会社等の名称
議決権等の所有
(被所有)割合

関連当事者
との関係

取引の内容 取引金額 科目 期末残高

その他の
関係会社

トヨタ自動車
㈱

被所有
直接 32.2％

当社製品の
販売先、役
員の兼任

自動車用部
品の販売

112,777

電子記
録債権

4,282

売掛金 18,272

種類 会社等の名称
議決権等の所有
(被所有)割合

関連当事者
との関係

取引の内容 取引金額 科目 期末残高

子 会 社 TRAM㈱
所有
直接100.0％

当社製品の
販売先

資金の貸付 －
短 期
貸付金

34,457

〔関連当事者との取引に関する注記〕

1.　親会社及び法人主要株主等

（単位　百万円）

（取引条件及び取引条件の決定方針等）

自動車用部品の販売については、市場価格、総原価を勘案して当社希望価格を提示

し、毎期価格交渉の上、一般的取引条件と同様に決定しております。

(注)　取引金額には、消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれて

　　　おります。

2.　子会社及び関連会社等

（単位　百万円）

（取引条件及び取引条件の決定方針等）

受取利息の金利については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。
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〔重要な会計上の見積り〕

1.　繰延税金資産の回収可能性

(1)計算書類に計上した金額

繰延税金資産　　 －百万円

繰延税金負債　　812百万円

(2)会計上の見積りの内容について計算書類利用者の理解に資するその他の情報

(1)の金額の算出方法は、連結注記表〔重要な会計上の見積り〕１．繰延税金資

産の回収可能性の内容と同一であります。

2.　製品保証引当金

(1)計算書類に計上した金額

製品保証引当金　1,689百万円

(2)会計上の見積りの内容について計算書類利用者の理解に資するその他の情報

(1)の金額の算出方法は、連結注記表〔重要な会計上の見積り〕２．製品保証引

当金の内容と同一であります。

〔１株当たり情報に関する注記〕

1.　１株当たり純資産額

1,993円54銭

2.　１株当たり当期純利益

　 94円79銭
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場所 用途 種類 金額

日本 生産設備

機械装置
車両運搬具
工具器具備品
建設仮勘定　等

1,126百万円

〔その他の注記〕

減損損失に関する注記

当事業年度において、当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しておりま

す。

当社の減損会計適用にあたっての資産グルーピングは、継続的に損益の把握を実施

していた管理会計上の単位である事業部別で行っておりましたが、当事業年度にお

いて資産グルーピングの見直しを行いました。

（追加情報）

当社は世の中のニーズに対応した製品開発、モノづくりを実現するため、組織体制

を変更しております。

これに伴い、継続的に損益の把握を実施する管理会計上の単位である資産グルーピ

ングを事業部別から工場別へ変更しております。

また、新規事業領域においては、工場別とは切り離してグルーピングを行う事で損

益をより適切に把握できるため、個別のグルーピング単位としております。

当事業年度において、事業環境等の悪化により一部の生産設備について帳簿価額を

回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に1,126百万円計上

しております。

その内訳は、機械装置527百万円、車両運搬具1百万円、工具器具備品124百万円、建

設仮勘定等472百万円であります。

なお、当資産グループの回収可能価額は正味売却価額により測定しております。
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